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写真 3.3.1 基礎コンクリートとその上の土台 写真 3.3.2 高田高校のすぐ南側の被
(転載元は本文に記載) 災家屋跡 (2011年 10月撮影)














































































図3.3.3 雇用促進住宅の位置図 (1: 25，000地形図より) (口絵カラー図面参照)







































「県復興計画J(16頁以下)においては， r多重防災型まちづく りのツールj として，海岸堤防

















写真 3.3.8 高田高校の南方，国道 45号線近く の鉄骨造の建物の床
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写真 3.3.9 高田松原商交差点、のパチンコ庖「セントラノレウェーブj の跡
多数，根元付近から勇断されているが，これは遊技台を支えていたものと思われる。
主要な建築物の被害については国土交通省国土技術政策総合研究所と独立行政法人建築研究所











チリ地震津波を契機に 1960年に高田松原に建設された高さ 5.5mの防潮堤は 3.11津波によっ
て，あたかも積み木細工を崩すように崩壊した。写真 3.3.10にウェブページ (http://www.geoci
ties.jp/noramatsuplus/nol12rikuzentakata.html)に掲載されている被災前の防潮堤を，写真 3.
3.11にほぼ同じ場所の被災後の状況 (2012年 3月 7日撮影)を示す。
写真 3.3.10 以前の防潮堤(転載元は本文に記載)
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写真 3.3.11 津波で崩壊した防潮堤(背
後の砕石積みは仮設防潮堤)
写真 3.3.12 海側に転倒した防潮堤(脇ノ沢
漁港の西:右側は米崎半島)
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写真 3.3.13 高田松原の僅かに損傷した防潮堤
写真3.3.11では防潮堤の受圧部を構成していたコンクリートのブロックは津波の引き波によっ
て海側に引きずられ，ばらばらにされたように見受けられる。脇ノ沢から小友干拓地にかけては，
写真 3.3.12に見られるように受圧部が海側に転倒している事例が多い。その原因は容易に分かる。
写真 3.3.12の人物の背後に見える控え壁は防潮堤の受圧部が陸側に押されるのに対しては十分
な反力を発揮できるが，津波の戻り流の水圧によって海側に押される受庄部を引き留める作用は
発揮できないのである。写真 3.3.12の場合のように防潮堤の後背地が広くない場合は，戻り流の
水量が大きくないが，写真 3.3.11の場合のように防潮堤の後背地が広く，遡上した大量の海水が
防潮堤の背後から海に戻る場合は，受圧部はバラバラにされて海側に散乱することになったと考
えられる。
防潮堤が一応健全であったり，写真 3.3.13のように僅かに変形した程度であったりする部分が
僅かながら存在するが，そのような場所で横断面を簡易測量した結果を図 3.3.5に示す。測線-4
では防潮堤は海に面しており受圧部は鉛直に近い。そして陸側の堤防下には道路が残存している。
その他の測線では海側が高田松原になっていたので受圧部は緩勾配になっていたが，測線-3を除
図3.3.5 損傷の少ない防潮堤の簡易断面測量結果(2012年3月8日測量)(口絵カラー図面参照)
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